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令和 7年 7 月 28 日 
 

令和 6 年度 修文大学・修文大学短期大学部 
卒業時アンケート 施設関係・各種行事等の改善策 

 
大学事務局 

1．事務局全体 
(1) 通学バスの利便性(本数・時間帯等)について 
【改善意見】 
・通学バスは、名鉄の路線バスとして運輸局に運行時間等の届出をして運行していただいてい
ます。利用者は修文学院の高大学、短大、高等学校の学生・生徒が利用しています。運賃は、
半額を学院が負担をし、半額の 100 円を生徒・学生の皆さんにご負担いただいております。 

   バスの本数、時刻等を名鉄バスと本学双方の都合を照らし合わせ、できるだけ利用できる
よう協議しております。利用者皆様に合うような運行時間や本数が望ましてことですが、必
ずしもすべての利用者に合うような運行にはなりません。 
ただ、悪天候時等においては、1本あたりのバスを増加する等の対応をしております。 

   今後もできるだけ皆さんのご要望は名鉄バスと話し合いをすすめていきます。このような
状況をご理解いただきご利用していただきますようお願いします。 

  
2.総務関係 
 (1) 学内コンビニの品揃えについて 
【改善意見】 
・品揃えをよくし、食料品の値段を下げる対策を講ずる。 
・今回の要望や意見については、そのまま売店へ伝えております。 
食品ロスを減らすため、過去の売上状況を参考に仕入れておりますが、売店にはできるだけ
増やすよう要望していきます。商品の種類や量については、学生からの要望を仕入れ業者へ
随時伝え検討していただけるよう売店へ依頼しております。地元のパン屋の商品を販売する
など少しずつではありますが対策してきております。引続き検討するようお願いしていきま
す。 

 
 (2) 食堂のメニューや座席数について 
【改善意見】 
・物価の高騰の中、値上げしないように努めております。特にお米の値段が上がっている状況
でも価格は企業努力によりほぼ現状を維持しております。他大学の価格も参考にしメニュー
の種類も含め検討いただくよう要望いたします。 

・最近、修文学院高校の生徒の利用率（13 時前後、本学学生は食事終了の頃）が高くなってき
たことは、大学にとっても、業者にとっても、とても良いことと思う。 

 
3.学生支援関係 
(1) 大学祭について 
【改善意見】 
・大学祭への参加を任意としているため以前に比べ参加者は減っている。そのため、1，2年生
の担任および各クラブ、同好会の顧問に働きかけ、参加者を増やしたい。 

・自由参加にした結果、規模感は参加者の人数に影響されてしまう。その中でも模擬店やキッ
チンカーを増やすや、運営など検討する。 

・駐車場がないことを周知しているため無料バスを望む声があるため今後検討することも必要
である。 
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 (2) サークル・同好会活動は充実したものでしたか 
【改善意見】 
・クラブ・同好会の活動を周知するため、勧誘動画を各クラブ・同好会で作成し学生ホールな
どで上映すること。合わせて学生ホールを使って相談会を実施する。 

・クラブ・同好会活動を新入生に告知する場がないため、次年度はオリエンテーション後に数
日間、クラブ・同好会をアピールできる場を設定することを検討する。 

 
 (3) スポーツ大会について 
【改善意見】 
・近年はレクリエーション色を強め実施をしている。審判の判定を確かなものにするため、審
判として学生会スタッフを複数人配置するなどの対策を講じる。 

・今年度はルールでもめやすい種目をなくし、よりレクリエーション色の強い種目とした。学
生会にて今後も種目や実施方法などを検討していく。 

 
(4) アルバイト(学内掲示またはホームページ内掲載)について 
【改善意見】 
・学内掲示板、バイトネットの利用を学生に周知する。 
 
 (5)学生寮(桃花寮)について 
【改善意見】 
・オープンキャンパスの寮見学の際などに寮の実情をきちんと説明し、納得いただいて入寮して
もらう。 

・施設・設備に関しては大規模改修が必要なケースについては予算の関係上、実施が困難な場合
がある。共同生活を営む上でルールを守ることは必要であると考える。可能なところから改善
を図っていきたい。 

 
(6) 海外研修・国際交流(参加した方は回答してください)  
【改善意見】 
・他大学の例では、必ずしも本学での学びに直結する研修でないものでも実施している例がある
（語学研修など）。また参加者のうち成績優秀者には補助金を出すなどの施策を行っている大学も     
あるため、実施内容を含めて検討していく。 

以上 


